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〈編集後記〉 
協同組合や教育委員会などの存在意義についての是非論が昨今盛んである。恐らく共同から
協同、そして協働への大きな流れがあるのだろう。そしてそれらの背景にはコミュニケーショ
ン不足やコミュニティの崩壊が見え隠れしている。 
 
さて今回の鈴木寛氏のインタビューは門外漢の私にとっても大変興味のあるものでした。独
断と偏見で以下の 3 点に絞って考えてみました。所員の皆様の今後の議論に期待したい。 
一つは「適性教育行政サイズ論」である。学校現場と教育委員会との間に適切なコミュニケー
ションは存在しているのか。かつて「スモールイズビューティフル」と絡んで適性規模都市論
がはやったことがあった。根強い市町村合併の動きの中で、行政区域の適正規模はどのように
して決定し、自治体の多種のサービス機能をどのように充実させるのかきわめて難問である。
特に筆者は教育・医療・住宅の３点で検討されるべきであると考えている。 
二つ目は「コミュニティ・ソリューション」である。標準主義の弊害を乗り越えて、現場の
当事者たちが権限を持って課題を解決する。つまり画一的（形式的）平等主義からの脱却であ
る。まさに基礎自治体による地方自治の在り様が今ほど問われている時はない。 
三つ目は鈴木寛氏の信念、「卒近代」の柱である「人間の個性」の回復である。そのためには
現場にいる人がさまざまな問題を解決していくことが重要である。地理学におけるフィールド
調査で現場から学ぶ、現場の声を聞くといったことが地域の維持・再生にも有効であるように、
教育現場においても個性を重視した、きめ細かい「現場主権」「当事者主権」に立った教育が期
待される。ＳＮＳの時代の現在こそ個性重視の教育が望まれる。 
最後に私の関心事を以上のようにまとめてみましたが、編集後記を書いている 12 月は卒業論
文の仕上げの時期である。65 歳の私にとって学生とどのようにコミュニケーションをとればい
いのか（つまりキャッチボールがうまくできない学生がたまにいる）、つくづく指導の難しさを
感じている。 
広瀬先生、お忙しい中原稿を頂き有難うございます。感謝。 
福島義和 
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